
☆ 読書のススメ ☆                  川西北陵高校図書部2023年度版 

 

 下記の要領で「校内読書感想文コンクール」があります。下記の課題図書のうちから一冊選ぶか、ま

たは自由に選んだ本で“読書感想文”に取り組んでください。原稿用紙に向かって文章を綴るという経験

はとても貴重なものです。ぜひ、挑戦してください。夏休みは本を読むチャンスです。読み終わったと

き、それまでと少し違う自分に成長している、そういう一冊の本とめぐり会ってほしいと願っています。 

読書感想文 

  夏休みの課題として１・２年生は必ず提出すること。 

  ３年生の提出は自由です。 

 ◆ 文字数・・・４００字詰め原稿用紙４.５枚以上５枚以内 

 ◆ 書き方・・・この用紙「読書のススメ」の右ページを参考にしてください。 

 ◆ 提出日・・・９月１日（金）担任の先生まで 

 

☆ 課題図書 ☆ 

『ラブカは静かに弓を持つ』      安壇 美緒 著      集英社 

 『タガヤセ！日本』    白石 優生 著        河出書房新社 

 『昆虫の惑星：虫たちは今日も地球を回す』   ｱﾝﾇ･ｽｳﾞｪﾙﾄﾙｯﾌﾟ=ﾃｨｰｹﾞﾝ 著   辰巳出版 

 

 ＊＊図書室にある本の紹介です。参考にしてください。＊＊ 

『塞王の楯』今村翔吾著（集英社）  

 この小説は、戦記物である。しかしその戦いは武士と武士の戦いではなく。穴太衆と呼ばれる石垣職

人と国友衆と呼ばれる鉄砲職人の城をめぐっての戦いである。 

 戦国の世に、城の石垣が持つ防御の機能、それをも打ち破ろうとする火砲の威力、その両方について

この小説で味わうことができる。 

 また小説では、「絶対に破られない石垣」を造ろうとする職人匡介の強い意志が、城主だけでなく領

民の心をも動かすことになる。それは、現代おける我々に仕事に取り組む姿勢を教えてくれるようだ。

金儲けだけでなく、自分の仕事で人を幸せにするために懸命に働きたい。 

 さらに、付け加えて言えば、読後無性に全国の城をめぐって城の構造をあれこれ見たくなる。 

                                  (総務部・図書 藤原茂洋) 

令和５年度夏期休業中の閉館及び自習用開館（7/21～7/31）のおしらせ 

 夏休み中は、原則図書館は閉館です。通常の貸し出しや返却業務は行いません。ただし、自習で使用

できるよう、7月21日～31日（土、日は除く）は９：00～11：30に開館します。もしこの期間・時間

に図書室が閉まっている場合、学年の先生に言って図書室を開館してもらってください。 



☆ 原 稿 用 紙 の 使 い 方 ☆  

１．必ず縦書きにすること。 

２．１行目２マスめから著者名を書き、そのあとすぐに、「  」 

（カギカッコ）をつけて書名を書く。 

３．２行めの４マスめから、感想文の題名を書く。 

４．３行めに、最後の１マスか２マス空くように、学年・クラス・出席番号を漢数字で書き、１マ

ス空けて、氏名を書く。 

５、４行めの２マスめから本文を書き始める。 

６．文字（句読点・記号も含む）は、すべて原則として１マスに、１字ずつ書くようにする。 

７．行頭に句読点や｢ ｣などの符号が来る場合は、前の行の最後のマス目の中か、その欄外につけ

る。 

８．ダッシュ（―）、リーダ（・・・）は、２マス分使って書く。 

９．引用文には、必ずカギカッコをつけ、それとわかるように書く。 

10. 書きあがったら原稿用紙に通し番号をつけ、袋とじにする。袋とじとは、文字が表側になるよ

うに２つ折りにして、最後に右側を２カ所ホッチキスで閉じる方法です。 

 ☆ 文章を書く手順 ☆ 

１. 主題の決定 ― 自分が一番書きたい、誰かに訴えたいと思うことが主題である。 

２．材料の収集 ― 主題を効果的に展開するために、できるだけ多くの材料(素材・資料)を集め

る。 

３．構想を練る ― 集めた材料の中から、                 

①主題の表現にふさわしく、読者の 

興味を引く、と思われるものをいく 

つか選ぶ。 

②選んだ材料を一つ一つ段落にまと 

める。 

４．下 書 き ― 気取らず、優しい言葉で自分らし 

さが出るように。 

５．推  敲  ― ①主題は表現できたか。 

②段落区分は適当か。 

          ③主述・修飾・被修飾・ 

呼応の関係はよいか。 

          ④各文のつながりはよいか｡ 等々。 

６．清  書  ― 誤字、脱字のないように丁寧に書 

こう。 

 

 


